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㏆年、㛗ᘬくἣ、新⯆ᅜからの㏣い上ࡆなど、

➇த環境はཝしさを増すࡤかりである。こうした

中、日本業はຠ⋡の㏣ồを目㏵とした㑅ᢥと集

中を通じた研究㛤発構造のኚ容をవなくされ、

多㠃的な研究㛤発がᅔ㞴となっている。一方、➇

தຊの源Ἠたるイノ࣋ーࣙࢩンの造は業⤒

Ⴀに可Ḟであり「いかに少ないコストで多㠃的

な研究㛤発活動をᐇ現するか」が㘽となっている。 

また、研究㛤発のᡂ果としてのイノ࣋ーࣙࢩン

が┈を生ࡳ出すẁ㝵に⮳る、すなࡕࢃᐇ用化さ

せることも重要となる。このⅬ、㏆年のイノ࣋ー

のࣗࢩプッࢬーࢽプルよりもࢬーࢩンはࣙࢩ

合が高く �テクノリࢧーチ[11]�、目的を明確にし

た上での研究㛤発活動が増えていることがఛえ

る。 

௨上の「研究㛤発のຠ⋡化」およࡧ「目的を見

ᤣえた研究㛤発」の୧❧の方策のࡦとつとして、

外部ᢏ⾡の活用、特に⣲ᮦ⏘業とそれらを用いる

⤌❧⏘業等のྲྀᘬ関ಀにある他業種業との間

のඹ同研究の活性化がᣲࡆられる。しかし、外部

との連ᦠは「ጇᙜな連ᦠඛが見つからない」、「費

用がかかる」などの意見もࡳられ �テクノリࢧー

チ[11]�、そのຠ⋡的連ᦠの方策がồめられる。 

本研究においては、外部業との連ᦠとしてྲྀ

ᘬ関ಀにある業間のඹ同研究に↔Ⅼを⤠り、そ

れらの⫼ᚋにあるイノ࣋ーࣙࢩン造の構造に

ついて᳨ドし、活性化のಁ㐍要因を考察する。 

また本研究においては⸨㸪Ọᯇ[12]にᚑい、イ

ノ࣋ーࣙࢩンの源Ἠは他社・他者とのやりとりが

基本となること、他社との交流はඹ同研究といっ

た┤᥋的なやりとりにຍえて、ඹ同研究にᚑ事す

るேᮦがそれまでのキャリアの中で得た知見㸦ඹ

同研究を行う業௨外との研究で得た⤒験など

もྵࡴ）が生ࡴ間᥋的・ᬯ㯲的なやりとりもあり

うることを๓ᥦとする。 

��� ᪤Ꮡ◊✲ 

 日本の業間イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築

に関する研究は、業間ᥦᦠのຠ用に関する研究

㸦石井[2], ∵[3] 他）、情報ᢏ⾡の活用による外

部ᢏ⾡の活用策㸦:DWDQDEH [�] 他� やᢏ⾡の多

様性のຠ果活用に関する研究 �ᐑᓥ他[5], *HQED 

DQG .oGDPD[�] 他� などが行ࢃれている。 

ただし、௨上の研究はඹ同研究のຠ果をᩘ್と

して♧すものの、可ど化しているとはゝい㞴い。 

一方、業間ྲྀᘬ関ಀのネットワーク分析は、

その関ಀ性を明♧的に♧すことを可能とする㸦安

田[7]、ᮡ山他[8]）。しかしこれらの業間ྲྀᘬネ

ットワークに関する研究の多くは、業情報デー

タ࣋ースによるᐇྲྀᘬ関ಀを用いており、研究㛤

発関ಀにまではษり㎸ࢇでいない。 

⸨㸪Ọᯇ[12]は、௨上の「日本の業間イノ࣋

ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築に関する研究」と「業

間ྲྀᘬのネットワーク分析」が✚ᴟ的にྲྀり⤌ࢇ

でこなかった「イノ࣋ーࣙࢩンを出するඹ同研

究の可ど化」をᐇしている。 

本研究では、௨上の研究を࣋ースに、㟂要と౪

給関ಀにある異業種間のඹ同研究関ಀにὀ目し、

その関ಀの⏘業レ࣋ルの可ど化とともに、生ࡳ出

されたᢏ⾡を観察することで、イノ࣋ーࣙࢩン

造の構造についての᳨ドを行う。 
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⸨㸪Ọᯇ[12]を基に、イノ࣋ーࣙࢩンの源Ἠは

自社の研究㛤発活動にຍえ、他社との交流にある

ことを๓ᥦに、 

ձ 業のイノ࣋ーࣙࢩンには、同⏘業に属する

業間のࡳではなく、他⏘業に属する業と

の関ಀが重要 

ղ 特に㟂要と౪給関ಀにある異業種間のඹ同

研究関ಀがಁ㐍 

ճ ௨上の関ಀ業⩌の中でも、⏘業全యに影響

を与える中᰾的な業がᏑᅾ 

することを᳨ドし、そこから⏘業全యのイノ࣋ー

 。ンをಁ㐍する要因を考察するࣙࢩ

�� ศᯒࢡ࣮࣒࣮࣡ࣞࣇࡢ 

 ࢡ࣮࣒࣮࣡ࣞࣇ ���

業間のඹ同研究関ಀはᅗ � に♧される。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

ᅗ �� 業のඹ同研究関ಀ� 
資料� ⸨、Ọᯇ �2011� 

⸨、Ọᯇ[12]のࣇレー࣒ワークにᚑい、ある特

定⏘業の業は、ඹ同研究等を通じて、外部

業・ᅋయ等とつながりを持っており、その㝿、

業間において┤᥋的なඹ同研究関ಀがない場合

にも、外部業・ᅋయを通じて間᥋的につながり

を᭷することがあるものとする。 

��� ᳨ドᡭ㡰 

௨上のࣇレー࣒ワークについて、公㛤特チデー

タにࡳられるඹ同研究関ಀを基に᳨ドを行う。 

ある特定業の特チ出㢪状ἣを確認し、特チの

ඹ同出㢪を行っている業同ኈが「ඹ同研究関ಀ

にある」として、その関ಀを社会ネットワーク分

析により可ど化する。さらに、ネットワークの特

ᚩを♧す指ᶆ㸦ネットワークの中心性指ᶆ）を用

いて業間ඹ同研究ネットワークの中᰾となっ

ている業を特定し、その業の果たす役につ

いて᳨ウを行うことで、ඹ同研究におけるイノ࣋

ーࣙࢩン造ಁ㐍の構造を᳨ドする。 

��� ศᯒࡧࡼ࠾࣮ࣝࢶ◊✲ᑐ㇟ 

��� 分析ࢶール 

ネットワーク分析は、「ノード�QoGHV�」と「つ

ながり�WLHV�」という観Ⅼから社会的㞄᥋性を考察

する。ノードとは、ネットワークに関ࢃりを持つ

ಶ々を指し、つながりとは、関ಀ者間の結ࡧつき

をあらࢃすものである。これらを「Ⅼ」と「⥺」

で⾲現したものは「社会的ネットワークࢲイアグ

ラ࣒」として⾲される。 

௨上の分析のࢶールとして、本研究では、多く

の学⾡誌論文でも用されている 3DMHN を用いる。 

3DMHN は、ネットワークࢲイアグラ࣒をసᡂし、

さらには多様なネットワーク指ᶆを⟬出するこ

とで、ネットワークの特ᚩをゎ析することを可能

とする分析ࢶールである。 

3DMHN に計⟬可能なネットワーク指ᶆは、ネッ

トワーク全యの特ᚩを⾲す指ᶆおよࡧネットワ

ークに属するⅬの中心を⟬出する指ᶆ �ḟᩘ中心

性  �GHgUHH FHQWUDlLW\� 、፹中心性 �EHWZHHQHVV 

FHQWUDlLW\�� などがある。 

ḟ分析においては、分析対象業のᅜ内特チ

の内、ඹ同出㢪している特チを対象とし、出㢪者

となる全業を「ノード」、それらの間の関ಀ性

を「つながり」とした。ඹ同研究間の主ᚑ関ಀは

観察がᅔ㞴なため「つながり」に方向性はけず、

ྛ「つながり」のᙉさはその業間でのඹ同出㢪

特チのᩘによりタ定した。 

これらのデータを基に、本研究の目的に๎り、

特チのඹ同出㢪状ἣによって構ᡂされるネット

ワークにおいて多くのඹ同出㢪特チにྡ๓を連
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፹中心� る業を、そのⅬを通る⤒㊰が多いࡡ

性が高い� Ⅼとして⾲現した。 

��� 研究対象 

分析対象は、ሬ料・インク業⏺の主要業上

10 社 �ሬ料� 関す࣌イント, 日本࣌イント, 中ᅜ

ሬ料, エスケー化研, 大日本ሬ料� インク� ',&, 

ᮾὒインキ , 大日精化工業 カタインクスࢧ , , 

7	. 72.$� とする。また特チデータの範ᅖは、

2005年から 2011年に公㛤されたᅜ内特チとする。 

本研究で分析対象をሬ料・インク業⏺とする理

⏤は、�L� ሬ料・インク業⏺は㢮ఝ的なᢏ⾡構造

を᭷すること �LL� そのᢏ⾡構造はᖜᗈいᢏ⾡で

構ᡂされるためᬑ㐢性の高い事であること、

�LLL� ௨上の㢮ఝ性を持ࡕながら、ሬ料業⏺は他⏘

業との関ࢃりがᙉくඹ同研究が活発に行ࢃれて

いる一方、インク業⏺は他⏘業との関ࢃりがሬ料

業⏺にẚしてⷧいと考えられること、から、୧者

のẚ㍑がྲྀᘬ関ಀにある業間のඹ同研究によ

るイノ࣋ーࣙࢩン造ಁ㐍の構造᳨ドに᭷ຠで

あると考えるからである。 

�� ᐇドศᯒ 

��� ሬᩱ࣭ࡢࢡࣥᢏ⾡ⓗ┦㐪 

ሬ料の主目的は⾲㠃をそって保ㆤすることな

ので、ሬ⭷をᙧᡂするᶞ⬡の性能が重要なᢏ⾡と

なる一方、インクは「╔Ⰽཬࡧ描画」のためのᮦ

料としてᶞ⬡による定╔ຠ果の㏣ồは㝈定され

る。また、特チにࡳられるᢏ⾡構造はඹ通的に、

&09'� コーティング⤌ᡂ≀, %05'� ᾮయまたは他

の流動性ᮦ料を⾲㠃に㐺用する方法一⯡、に関す

るものが中心となっている。 

 㛵ಀศᯒࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ ���

��� ሬᩱ࣓࣮࢝ 

主要ሬ料࣓ーカにおける特チ件ᩘおよࡧඹ同

出㢪件ᩘの合はᅗ � の通りである。 

また、ሬ料࣓ーカのඹ同研究相手となっている

業は⾲ � に♧される二種㢮に分けられる。 

ࣘーザ業は、ሬ料の機能を発させるために

ᚲ要なሬのᢏ⾡㛤発をඹ同で行っていると考

えられる。一方、パートࢼ業に༊分けされる

業は、ሬ料をᨩᢾするための⨨㛤発や新しい対

象のሬ料ᢏ⾡㛤発をᐇしている。 

 

ᅗ �� ሬ料⏘業主要 � 社のᅜ内公㛤特チᩘ 
���������� ⣼計�� 

⾲ � ሬ料業とのඹ同研究関ಀの㢮ᆺ 
ඹ同研究ඛ༊分 対象 業ྡ 

ࣘーザ業 

自動㌴ 
トヨタ, 日⏘㸪本田ᢏ研㸪 
 等 ࢲࢶ࣐

㗰ᯈ 新日㚩, -)( スチール 等 

㟁ຊ ᅄᅜ⥲合研究ᡤ�ᅄᅜ㟁ຊ� 

ᶫᱱ Ᏹ部⯆⏘機Ე 等 

パートࢼ業 
⨨ ᐩኈ写┿ࣇイル࣒ͤ 等 
新分㔝 ୕⳻࣐テリアル 等 

ͤ現 ᐩኈࣇイル࣒ 

これらの関ಀをネットワーク指ᶆとして፹

中心性㸦EHWZHHQQHVV）により計 した結果のネッ

トワークᅗはᅗ � に♧される。 

 

ᅗ �� 主要ሬ料業における業間ネットワーク

関ಀ� 

⥲合ሬ料࣓ーカ 3 社と自動㌴・㕲㐨㌴୧、㗰ᯈ・

アルࢽ࣑ウ࣒⣲ᮦ、金属⤌❧などの࣓ーカがሬ料

日本࣌イン
 

大 日 本 ሬ
 

関す࣌イン
 

中 ᅜ ሬ
 

エスケー化研 
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構ᡂされるためᬑ㐢性の高い事であること、

�LLL� ௨上の㢮ఝ性を持ࡕながら、ሬ料業⏺は他⏘

業との関ࢃりがᙉくඹ同研究が活発に行ࢃれて

いる一方、インク業⏺は他⏘業との関ࢃりがሬ料

業⏺にẚしてⷧいと考えられること、から、୧者

のẚ㍑がྲྀᘬ関ಀにある業間のඹ同研究によ

るイノ࣋ーࣙࢩン造ಁ㐍の構造᳨ドに᭷ຠで

あると考えるからである。 

�� ᐇドศᯒ 

��� ሬᩱ࣭ࡢࢡࣥᢏ⾡ⓗ┦㐪 

ሬ料の主目的は⾲㠃をそって保ㆤすることな

ので、ሬ⭷をᙧᡂするᶞ⬡の性能が重要なᢏ⾡と

なる一方、インクは「╔Ⰽཬࡧ描画」のためのᮦ

料としてᶞ⬡による定╔ຠ果の㏣ồは㝈定され

る。また、特チにࡳられるᢏ⾡構造はඹ通的に、

&09'� コーティング⤌ᡂ≀, %05'� ᾮయまたは他

の流動性ᮦ料を⾲㠃に㐺用する方法一⯡、に関す

るものが中心となっている。 

 㛵ಀศᯒࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ ���

��� ሬᩱ࣓࣮࢝ 

主要ሬ料࣓ーカにおける特チ件ᩘおよࡧඹ同

出㢪件ᩘの合はᅗ � の通りである。 

また、ሬ料࣓ーカのඹ同研究相手となっている

業は⾲ � に♧される二種㢮に分けられる。 

ࣘーザ業は、ሬ料の機能を発させるために

ᚲ要なሬのᢏ⾡㛤発をඹ同で行っていると考

えられる。一方、パートࢼ業に༊分けされる

業は、ሬ料をᨩᢾするための⨨㛤発や新しい対

象のሬ料ᢏ⾡㛤発をᐇしている。 

 

ᅗ �� ሬ料⏘業主要 � 社のᅜ内公㛤特チᩘ 
���������� ⣼計�� 

⾲ � ሬ料業とのඹ同研究関ಀの㢮ᆺ 
ඹ同研究ඛ༊分 対象 業ྡ 

ࣘーザ業 

自動㌴ 
トヨタ, 日⏘㸪本田ᢏ研㸪 
 等 ࢲࢶ࣐

㗰ᯈ 新日㚩, -)( スチール 等 

㟁ຊ ᅄᅜ⥲合研究ᡤ�ᅄᅜ㟁ຊ� 

ᶫᱱ Ᏹ部⯆⏘機Ე 等 

パートࢼ業 
⨨ ᐩኈ写┿ࣇイル࣒ͤ 等 
新分㔝 ୕⳻࣐テリアル 等 

ͤ現 ᐩኈࣇイル࣒ 

これらの関ಀをネットワーク指ᶆとして፹

中心性㸦EHWZHHQQHVV）により計 した結果のネッ

トワークᅗはᅗ � に♧される。 

 

ᅗ �� 主要ሬ料業における業間ネットワーク

関ಀ� 

⥲合ሬ料࣓ーカ 3 社と自動㌴・㕲㐨㌴୧、㗰ᯈ・

アルࢽ࣑ウ࣒⣲ᮦ、金属⤌❧などの࣓ーカがሬ料

日本࣌イン
 

大 日 本 ሬ
 

関す࣌イン
 

中 ᅜ ሬ
 

エスケー化研 
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⏘業においてࣈࣁとなっており、これらの業が

ሬ料⏘業を≌ᘬしていることが分かる。 

 ࣮࣓࢝ࢡࣥ ���

主要インク࣓ーカにおける特チ件ᩘおよࡧඹ

同出㢪件ᩘの合はᅗ � の通りである。 

 

ᅗ �� インク⏘業主要 � 社のᅜ内公㛤特チᩘ 
���������� ⣼計�� 

また、インク࣓ーカのඹ同研究相手となってい

る業はࡰ同業他社のࡳとなっており、また」

ᩘの業にࢃたるඹ同研究相手はᏑᅾしない。さ

らにඹ同研究合の高い大日精化, 7	' のඹ同研

究相手はそれぞれᾋ間合ᡂ, 住軽金属によって

 。༨められており、多様性にஈしいࡰ

��� ሬᩱ࣭ࡢࢡࣥ≉チᵓ㐀ẚ㍑ 

ሬ料⏘業のイノ࣋ーࣙࢩン造において、⏘業

外の業㸦外部業）とのඹ同研究が重要な要⣲

のࡦとつであることが♧၀される。また、それら

の外部業の中でも、⏘業内の」ᩘ業とඹ同研

究関ಀを構築している業がᏑᅾしていること

が♧された。この構造は、┤᥋的なඹ同研究関ಀ

による知識のඹ᭷の他、そのඹ同研究における他

業との間でඹ᭷された知識のᬯ㯲的なスࣆル

にするࢬー࣒ン出をスࣙࢩー࣋ーバがイノ࢜

ものであることを♧၀する。 

一方、ᢏ⾡的には㢮ఝ性をもつインク業⏺にお

いてはඹ同研究は活発には行ࢃれておらず、また

行う場合にも特定の業との連ᦠを重どしてい

ることが分かる。 

これらの相㐪は、ሬ料⏘業がインク⏘業にẚし

て他⏘業との関ࢃりがᙉくࢽーࢬプッࣗࢩなഃ

㠃があることと関ಀする。業間のඹ同研究の構

造において、㢮ఝᢏ⾡の構築にも、目的となるイ

ノ࣋ーࣙࢩンの性᱁㸦⏘業ᶓ᩿的な〇ရかྰか）

の㐪いにより、㐺ษなඹ同研究యไが異なること

が♧၀される。 

�� ⤖ ㄽ 

イノ࣋ーࣙࢩン造において、間᥋的㸦ᬯ㯲的）

なスࣆル࢜ーバの⋓得がᮇᚅされるならࡤ、⏘業

内における」ᩘ業間の中᰾的な役を果たし

ている᭷ຊ業とのඹ同研究を上手く行うこと

により、少ないコストで、多㠃的な研究㛤発活動

をᐇ現することが可能になる。一方、ᢏ⾡構ᡂは

㢮ఝしていても〇ရが⏘業ᶓ᩿的な性᱁を᭷さ

ない業⏺においては、ඹ同研究によるスࣆル࢜ー

バຠ果は㝈定的とᛮࢃれる。 
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